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国際原子力機関(IAEA)と東海大学が原子力安全教育分野における協定を締結

した。 2014年から実施していた「原子力の国際基準研修」の事業終了後も
事業を発展させながら継続しIAEAの基準を基盤に原子力安全に関する大学生

向けのテキストの刊行や人材育成プログラムの共同開発を進める。
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